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教職　　選択　　2単位

草野　いづみ

1. 授業の概要（ねらい）
教育を行うためには、その対象である子どもについて、どのような心身の発達と成長の過程をたどっていくのか、また、学習
はどのような過程を経て進むのかについて理解する必要がある。本科目では、心理学の代表的理論から見た発達観（子ど
も観・人間観）を紹介しつつ、乳幼児期から青年期に至る発達の様相と心理的特徴を踏まえた学習活動の考え方につい
て、学校の授業や保育の実践例を教材の一部とし、理論と実践のつながりについて考える。発達と学習に関する主要な実
験・研究について学び、討議を通じて実証的な視点を身につける。

2. 授業の到達目標
生涯にわたる人間の発達・成長の過程を対象とする発達心理学を基礎におき、そのなかでも教職の対象となる子ども（乳
幼児期から青年期）の発達と学習の過程を学ぶことを目的とする。発達に関する代表的理論を踏まえ、教育における発達
的観点の意義を理解する。乳幼児期から青年期の各発達段階における運動発達・言語発達・認知発達・社会性の発達に
ついて、その具体的な内容を理解する。様々な学習の形態や概念及びその過程についての代表的な理論を基礎にし、主体
的学習を支える動機づけ・集団・学習評価の在り方について、発達の特徴と関連付けて理解する。

3. 成績評価の方法および基準
授業への参加状況（30%)および期末試験(70%)。出席および試験結果が基準に達していることが単位取得の必須条件。

4. 教科書・参考文献
教科書
授業時に資料を配布。必要に応じて文献を紹介する。

5. 準備学修の内容
授業内容を復習し（ノートやプリントを精読）、次の授業に臨んでほしい。

6. その他履修上の注意事項
教職資格取得のために、最低限理解しておく必要のある内容です。講義を聴くだけではなく、積極的に関連する文献を読
むなど自ら学んでいってください。

7. 授業内容
【第１回】 授業ガイダンス：発達とは何か？受講上の注意。参考資料など。
【第２回】 人間の発達の特徴：動物との違い。発達の可塑性と教育の可能性。発達段階と発達課題。
【第３回】 発達の規定因①：遺伝と環境。成熟理論と学習理論。教育による発達への影響と役割。
【第４回】 発達の規定因②：人間における初期経験（初期学習）の意味。臨界期と敏感期。
【第５回】 発達の規定因③：愛着の形成。環境剥奪の影響。
【第６回】 幼児期の発達と教育①：言語の発達、対人関係の発達。
【第７回】 幼児期の発達と教育②：身体的発達と心の発達。
【第８回】 児童期の発達と教育①：子どもの思考の特徴。乳幼児期から児童期〜青年期に至る発達過程。
【第９回】 児童期の発達と教育②：知能の概念。知能の測定。知能と学力。知的発達と学校教育。教育評価。
【第10回】 児童期の発達と教育③：学習の過程—強化による学習、観察学習。動機づけと原因帰属。自己効力。
【第11回】 道徳と社会性の発達：幼児期〜児童期〜青年期における水準の変化。
【第12回】 青年期の発達と教育①：自己意識の発達。アイデンティティの発達。
【第13回】 青年期の発達と教育②：２次性徴と性的発達。ジェンダーとセクシュアリティーの発達。
【第14回】 青年期の発達と教育③：不適応と問題行動。
【第15回】 発達の多様性。発達にばらつきのある子ども。発達障害など。


